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主な内容
木曽岬こども園入園案内
「防災啓発展」開催
９月は「がん征圧月間」です

木曽岬子ども未来塾「夏特勉」開催
“届けよう、服のチカラ”
あなたも一緒に木曽岬チームを盛り上げよう
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人　口 6,118人　（前月比－16）

世帯数 2,514世帯（前月比－4）

3,159人　（前月比－8）男
2,959人　（前月比－8）女

木曽岬町の人口と世帯数 8月1日現在
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きそさき
INFORMATION

木曽岬こども園入園のご案内木曽岬こども園入園のご案内
令和4年度

来年度の木曽岬こども園の入園受付を次のとおり行います。

保育の必要な事由
•月48時間以上の就労 •災害復旧
•妊娠、出産 •求職活動
•保護者の疾病、障がい •就学
•同居または長期入院などしている親族の介護・看護 •虐待やDVのおそれがあること

●保育認定には、次の8点が考慮されます

【新規に申込みされる方】
①受付日時　10月8日（金）　午前9時～ 11時
②受付場所　保健センター
　　　　　　※お子さん同伴でお越しください。
　　　　　　　簡単な面接を行います。
③申込書の配布
　誕生日が平成31年4月1日以前のお子さん（3，
　4，5歳児）には、福祉健康課からご案内させて
　いただきます。誕生日が平成31年4月2日以降
　のお子さんにつきましては10月1日（金）までに、
　福祉健康課または、保健センターにおいて申込
　書をお受け取りください。

【在園児】
　入園の変更がない場合は、申込書を提出してい
ただく必要はありません。ただし、2・3号認定（保
育園）を申し込まれる方は就業などに関する証明
書の書類を園で受け取り、必要事項を記入のうえ
園へご提出ください。

①提出期間　10月1日（金）～ 10月8日（金）
　　　　　　土日祝は除きます。
②時　　間　午前7時30分～午後5時15分

●申し込み方法

2・3号認定（保育園）

2号認定（3歳以上児） 3号認定（3歳未満児）

対象児童

町内に住所を有する
3・4・5歳児の児童
（平成28年4月2日～
平成31年4月1日生）

満0歳6 ヶ月から就学前までのお子さんで保護者などが労働や
病気などの理由により、保育認定を受けた児童
※育児休業終了などにより年度途中での入園を希望される方に
　ついても、同様に予約受付を行います。

1号認定
（幼稚園）

（町民税非課税者の方）　無料
（町民税課税者の方）
　入園する児童の世帯の町民税課税額
　に基づいて決定。
※4 ～ 8月分は前年度分の課税額、
　9月分以降は当年度分の課税額によ
　り算出されます。

無料 無料
利 用 者
負 担 額
（保育料）

休 園 日 土・日曜日、祝日、
春・夏・冬休み

日曜日、祝日、年末年始（12月29日～ 1月3日）
※土曜日は平日と同様の時間帯で実施します。

保育時間 午前9時～午後2時
午前8時30分～午後4時30分

（必要な方は最大午前7時30分～午後7時まで可）
※新入園児には、慣らし保育を実施します。

※町立木曽岬こども園に入園されない方は、4月から通園される幼稚園名等を10月8日（金）までに
　役場福祉健康課までお知らせください。
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今
日
か
ら
低
栄
養
予
防
を
始
め
よ
う
！！

　
さ
ば
缶
を
使
っ
て
、
少
量
で
も
、
ど
な

た
で
も
簡
単
に
作
れ
る
料
理
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
実
施
日

　
９
月
３０
日（
木
）

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
半
ご
ろ

●
開
催
場
所

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー　
集
団
指
導
室

●
対
象
者

　
木
曽
岬
町
の
６５
歳
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方
（
一
緒
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同
居
さ
れ
て
い
る
方
も
）※

送
迎
あ
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●
定
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１２
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６
名
以
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で
実
施
い
た
し
ま
す
。）

●
実
施
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ニ
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話
と
簡
単
な
調
理
サ
ン
プ
ル
品

　
の
紹
介

●
申
込
み
先

　
９
月
２９
日（
水
）ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
６
８
│
６
１
１
９
）管
理
栄
養
士
ま
で

　
お
電
話
も
し
く
は
窓
口
ま
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お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
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。（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
そ
の

　
他
の
都
合
に
よ
り
中
止
、
ま
た
は
実
施

　
日
や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

　
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
７
月
１７
日
に
藤
里
港
に
お
い
て
清
掃
活

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
掃
活
動
は
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
祝

日（
海
の
日
）に
ち
な
み
、
日
頃
利
用
す
る

藤
里
港
の
景
観
美
化
と
、
海
に
流
れ
出
る

ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
漁
業
組

合
員
２０
人
程
で
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
や
雑
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を
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

介
護
予
防
の
た
め
の

料
理
教
室
の
お
知
ら
せ

海
に
感
謝
！

漁
協
組
合
員
の
皆
さ
ん

が
清
掃
活
動
！

「防災啓発展」開催「防災啓発展」開催
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

8月27日～ 9月26日まで図書館内にて防災特設ブースを設けています。
お誘いあわせの上、ご来場ください。

昨年の展示

※防災フェアの訓練
　当初、9月5日に予定していました訓練については、三重県まん延防止重点措置が適用されたことから、
　延期となりました。
　コロナ禍においても災害は何時発生するか分かりません。日頃から災害に備えましょう。
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●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●9月の子育てサロンのお休み
　10日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン
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大腸がん検診
今回は、女性の部位別がん死亡数1位、男性の部位別がん死亡数3位の

大腸がん検診について詳しく説明します。

こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

9月は、「がん征圧月間」です。
胃がん・大腸がん・肺がんは、1年に1回の検診を受けましょう！
子宮がん・乳がんは、2年に1回の検診を受けましょう！

大腸がんは、「早期では自覚症状がない」ことをご存知ですか？

●大腸がんは、
　40歳くらいからかかる人が増え、
　年間15万人以上が新たに大腸がんに
　かかっています。

そのためには、症状がなくても毎年1回の便潜血検査を続けましょう！

新たにがんにかかった人数　男女（全年齢）

「自分だけは大丈夫」そんなあなたが心配です。

Q　症状が無いから大丈夫さ！
　A　大腸がんは進行するまでほとんど自覚症状がありません！
　　　ですから、早期発見のために40歳になったら、毎年1回大腸がん検診（便潜血検査）を受けましょう！
Q　がんが見つかったら怖いなあ…
　A　早期に見つけて治療すれば95％以上の人が治ります。
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●大腸がんは、早期に見つけてすぐに治療すれば治りやすい病気です●

「げんげん運動マイレージ　スタートアップ教室」「げんげん運動マイレージ　スタートアップ教室」「げんげん運動マイレージ　スタートアップ教室」 を実施します！

〈げんげん運動マイレージ　スタートアップ教室〉

●日時／ 10月13日（水）　午後1時30分～午後3時　　●場所／保健センター
●内容／「げんげん運動マイレージについての説明と手帳の発行」　保健師
　　　 　「気軽にできる運動について」　運動インストラクター

　みなさまの健康づくりを応援するため、木曽岬町健康マイレージ事業「げんげん運動マイレージ事業」を実施
しています。
　20歳以上の木曽岬町民の方ならだれでも参加できます。
　まず、保健センターで「げんげん運動手帳」を受け取り、健診（検診）受診、保健センターなどで実施する教室
に参加したり、保健センターが推進している「７つのやろまい行動」に取り組みポイントをためます。
　げんげん運動に取り組むことで「健康度アップ」につながり、さらに50ポイントためると三重県が発行する
特典カード「三重とこわか応援カード」を全員に、また先着100名の方には参加賞をお渡しします。
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●日曜集団がん検診 10月3日（日）
　申込先　木曽岬町保健センター ☎68-6119
●個別がん検診　　 令和4年1月31日（月）まで
　申込先　伊藤医院 ☎68-3380
　　　　　伊勢湾岸クリニック ☎68-7230

今すぐ、大腸がん検診を申し込もう！！
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教育委員会
☎68-1617

問合せ先

　三重県29市町対抗の駅伝大会「美し国三重市町対抗駅伝」が今年も開催されます。
木曽岬町では大会参加に向け実行委員の方を募集します。
あなたも一緒に木曽岬町代表チームを盛り上げませんか！

あなたも一緒に
木曽岬チームを盛り上げよう

あなたも一緒に
木曽岬チームを盛り上げよう

～美し国三重市町対抗駅伝木曽岬町実行委員を募集します～

●募集人数／ 10名程度
●任　　期／令和4年3月31日まで
●応募資格／町内に在住または在勤で、満18歳以上の方。
●応募方法／申込書に必要事項を記入していただき、教育委員会へ提出してください。
　　　　　　申込用紙は、町ホームページからのダウンロードのほか、教育委員会窓口（役場２
　　　　　　階）及び、木曽岬町立図書館カウンターに用意してあります。
●募集期間／９月１日（水）～９月17日（金）必着
●提  出  先／木曽岬町教育委員会事務局　教育課
　　　　　　〒498-8503　木曽岬町大字西対海地251番地
　　　　　　（郵送の場合は９月17日必着でお願いします。）
●選考方法／応募書類をもとに、書類選考します。
　　　　　　※提出された書類は、公募委員選考の目的以外には使用しません。
●そ  の  他／提出書類は返却しません。
　　　　　　委員の名前は公表しますが、それ以外の個人情報の取り扱いには
　　　　　　十分留意し、ほかの目的には使用しません。
●問合せ先／木曽岬町教育委員会事務局　教育課　☎68-1617

第58回町民体育祭中止

●問合せ先／体育協会事務局（教育委員会事務局内）　☎68－1617

　10月17日（日）に開催を予定しておりました「第58回町民体育祭」については、コロナ対策に
万全を期して開催する方法を町と体育協会で検討しましたが、現在の感染状況では町民の皆様に安心
して楽しんでいただくのは困難と判断し、本年度も中止することと致しました。
　昨年度に続いての中止となり、楽しみにしていただいた皆様には大変申し訳ありませんが、ご理解
いただきますようお願いします。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す



7 広報きそさき　2021.9.1

“届けよう、服のチカラ”“届けよう、服のチカラ”

連載：グッドストーリーズⅡ　～未来へつなぐバトン・パス～

　策定3年目を迎える「木曽岬町こども園・学校教育方針」を推進していくために、今年度も“木曽岬町
ならでは”の「オリジナル5」を大切にしながら施策展開を図っていきます。グッドストーリーズⅡは、
木曽岬の未来の担い手となる子どもたちの園・学校でのいろいろな“学び”の姿を、園・学校から家庭や
地域へ、世代から世代へ「バトン・パス」をするように発信していきます。
　9月号では、中学校の様子についてご紹介します。

　本年度、木曽岬中学校では、生徒会執行部を中心に『SDGs（エスデ
ィージーズ）』を意識した活動を行っています。『SDGs』とは、
「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の
略称であり、2015年9月に国連で開かれたサミットの中で、世界の
リーダーによって決められた、国際社会共通の目標です。『SDGs』は
17の目標で構成されており、生徒達は『SDGs17の目標』のどれに
該当する活動なのかを意識しながら、以下のような活動を行いました。
　◎ ５月28日に、全校生徒が学校周辺や桜堤防付近で清掃活動を実施
　◎ ６月14日から18日の期間に、各クラスで残飯ゼロ選手権を実施

　そして、6月18日に行った『SDGs』の授業では、大手アパレル企業の方を講師にお迎えして「〝届けよう、
服のチカラ〟プロジェクト」という内容で講演いただき、人間が生きていくために欠かせない「衣・食・住」
の中の「衣」、すなわち着るものの重要性やリサイクル、リユースについてのお話を聞かせていただきました。
世界には、内戦や紛争で難民として避難生活を余儀なくされている人々が7950万人以上おり、「衣・食・住」
という生きていくうえで必要なものを十分持てない状況があります。もちろん、難民の中には多くの子どもた
ちが含まれています。
　現在、日本では衣服があるのが当たり前で、服を通して自分の個性を表現したり、おしゃれを楽しんだりし
ています。しかし、難民の中には、暑さ寒さから体を守るための最低限の服さえ足りていない人たちがいます。
多くの難民にとって、服は自分の命を守る大切なものなので、私たちが日々の生活の中で、捨てる予定の服や
家でしまったままの服を集めて送ることで、多くの命が救われることになるのです。
　そこで、中学校では大手アパレル企業の協力のもと、
生徒会執行部が中心となって、使わなくなった「子ども服」
をみんなで集めて難民の子ども達に届けてもらう、『“届
けよう！服のチカラ”プロジェクト』を９月に行うこと
にしました。生徒達だけでは、集められる量に限りがあ
るため、生徒会執行部が地域に出向いてポスター等を掲
示させていただき、地域の皆様にも協力をお願いさせて
いただく予定です。回収期間は９月21日（火）から29
日（水）までを予定しています。
　生徒たちが“服のチカラ”を世界へ届ける取り組みを
行って参りますので、町民の皆様方にもご協力いただけ
ると大変ありがたく思います。

“木曽岬町ならでは”の教育推進重点項目「オリジナル5」

～【木曽岬中学校×ＳＤＧｓ】 プロジェクト～
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　「戦争と平和」「アンナ・カレーニナ」など、高く評価される著作を多く残したロシアの文豪、
レフ・トルストイ。貴族社会に疑問を持ち、庶民の地道な生き方や宗教に関心をもち、自ら農
作をする中で「生きるとは」なにかを考え始めます。宗教的感情を土台とし、一般大衆向きの
民話を何編か残しています。その中でも『人はなんで生きるか』は、多くの人に感銘を与え、
愛について問いかけをしています。数多くの名言を作品の中に残したトルストイ。児童書版も
ありますので、気軽に手に取ってみてはどうでしょうか。

9月　1日　防災の日

9月　6日　星 新一（作家）
9月　9日　レフ・トルストイ

（作家・思想家・哲学者）
9月11日　オー・ヘンリー
9月13日　ロアルド・ダール
9月24日　筒井 康隆
9月29日　中川 李枝子

メインコーナー
・いきいき長生き

サブコーナー
・戦争　・防災　・動物愛護

児童コーナー
・じぶんをしろう

今月のNEWS

今月の予定

きょうはなんの日？

今月の
図書館
コーナー

「人間の中にあるものは何か、人間に与えられていないものは何か、人間はなんで生きるか、
それがわかるだろう。そしてそれがわかったら、天に戻ってくるがいい」といわれたのです。

「人はなんで生きるか」レフ・トルストイ　中村白葉・訳　岩波文庫より抜粋

◎開館日　火～木…… 午前10時～午後6時　金…正午～午後8時
　　　　　土・日・祝… 午前9時～午後5時

●問合せ先／町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：http://kisosaki-library.net/

9月 図書館カレンダー ○の日は休館日です

※最終木曜日は館内整理日で休館となっています。

日月 火 水

6

5

7

1 2 3 4

8 9 10 11 12

13 14 15 16 17

20 21

27

22

18

23

28 29

24 25

30

19

26

木 金 土郷土文化交流スペース展示予定
・防災（危機管理課）
　「防災啓発展」　8月27日～9月26日
　お誘いあわせのうえ、ご来場ください。

～誕生日～

「きそさきの火」採火式を開催「きそさきの火」採火式を開催
　８月13日（金）に役場ピロティにおいてパラリンピック炬火イベント「きそさきの火」採火式を開催しました。
当日は町内のさくら作業所の通所者やその保護者、スポーツ推進委員の皆さんが見守る中、昔ながらのマイ
ギリで種火を起こし、さくら作業所の皆さんが持つロウソクに
点灯し、その火を１本のロウソクに点灯して「きそさきの火」と
しました。
　最後にさくら作業所の皆さんから加藤町長にランタンに入
れられた「きそさきの火」が預けられ採火式は終了しました。
この「きそさきの火」は８月15日に津市の総合文化センター
に持参し、県内各市町で採火した火とあわせて１つに集火し東
京に出立しました。
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体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ソフトバレーボールやファミリーバドミントンなどを実施して
いますのでぜひ体育館へお越しください。
26日㈰　午後1時～午後4時

12日㈰　午前9時～午後4時　　26日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

教育関連施設
開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時※新型コロナウイルスの感染状況によっては中止となる場合があります。

　７月30日（金）、8月２日（月）、３日（火）の３日間、町民ホールで、木曽岬子ども未来塾『夏特勉』
を開催しました。これは、中学生の学習支援の一環として木曽岬子ども未来塾運営委員会が令和元年
度から行っており、今年は新型コロナウイルス感染症対策をしながら、ALT（外国語指導助手）のロブ
先生によるオールイングリッシュの特別講座を行いました。
　３日間の内容はそれぞれ工夫されたものとなっており、英語での自己紹介に始まり、パソコンやタ
ブレット端末、スクリーンなどを使用しながら、チーム対抗でさまざまなクイズをしたり、英語の曲
のリスニングをしたりして、コミュニケーションを通して楽しみながら学習を進めることができまし
た。さらに、外国の方とオンラインで接続し、その方がどこの国の方かを当てるために英語で質問す
るクイズを行いました。参加した生徒は、ロブ先生やネイティブスピーカーの方との会話や学習を通
して、英語に対する興味を深めていました。また、生徒は、分からないことや調べたい内容があるときは、
GIGAスクールで整備したタブレットを活用していました。
　上記の学習をスムーズに進めるため、地域ＢＷＡネットワークに接続できるモバイルルーターを試
験的に使用しました。町民ホールでも10数台のタブレット端末を安定してオンラインに接続し、学
習をスムーズに進めることができました。
　この3日間で、のべ47名の生徒の参加がありました。参加した生徒からは「参加する前よりも英
語が好きになった」「とても楽しくて勉強になった」「昨年も参加したが、昨年よりも参加者が増えて
いて、英語へ興味を持っている人が増えていると思った」など、夏特勉に満足した声が聞かれました。

木曽岬子ども未来塾
『夏特勉』を開催しました

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー
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取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り

は
、
２
年
に
１
度
検
査
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
三
重
県
計
量
検
定
所
で

は
次
の
と
お
り
定
期
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

●
日
　
　
時

　
１０
月
１２
日（
火
）

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
２
時

●
検
査
場
所

　
木
曽
岬
町
役
場
南
側
車
庫

●
手  

数  

料

　
計
量
器
の
種
類
や
能
力
に
よ
っ
て

　
異
な
り
ま
す
。

　
支
払
は
現
金
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
検
査
免
除
に
な
る
場
合

　
こ
の
定
期
検
査
ま
で
に
、
計
量
士

　
に
よ
る「
代
検
査
」を
受
け
た
場
合
。

　

※

検
査
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、

　
　
三
重
県
計
量
検
定
所
（
津
市
）

　
　
へ
計
量
器
を
持
参
し
、
検
査
を

　
　
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

　
　
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
計
量
器
●

　
①
商
店
・
露
店
な
ど
の
商
品
売
買

　
　
用

　
②
病
院
・
薬
局
な
ど
の
調
剤
用

　
③
病
院
・
学
校
・
福
祉
施
設
な
ど

　
　
の
体
重
測
定
用 

　
④
生
産
者
の
生
産
物
販
売
・
出
荷

　
　
用

　
⑤
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
材
料
購

　
　
入
・
製
品
販
売
用

　
⑥
農
協
・
漁
協
な
ど
の
物
資
集
荷
・

　
　
出
荷
用

　
⑦
運
送
・
宅
配
業
な
ど
の
貨
物
運

　
　
賃
算
出
用

　
　
三
重
県
計
量
検
定
所

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
３
│
５
０
７
１

　
　
木
曽
岬
町
役
場
産
業
課

　
　
☎
６
８
│
６
１
０
５

　
９
月
１
日
か
ら
９
月
１０
日
ま
で
の

期
間
は「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

で
す
。
当
市
・
町
で
は
、
こ
の
期
間

中
に
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
普
及
啓

発
や
違
反
屋
外
広
告
物
の
是
正
に
向

け
た
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ま
も
こ
の
機
会
に
、

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
屋
外
へ
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

広
告
物
を
設
置
す
る
に
は
、
原
則
許

可
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
平
成
３０

年
１０
月
よ
り
、
貼
り
紙
な
ど
の
簡
易

な
も
の
を
除
く
す
べ
て
の
屋
外
広
告

物
に
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

広
告
物
の
安
全
性
を
確
保
し
危
険
な

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
適
正
な
管
理
、

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
屋
外
広
告
物
の
設
置
の
許
可
に
関

　
す
る
お
問
合
せ

　
桑
名
建
設
事
務
所
管
理
課

　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
３
６
６
２

　
例
年
バ
ス
ツ
ア
ー
で
開
催
し
て
い

る
「
福
祉
の
職
場
見
学
」。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し

て
見
学
に
行
っ
た
感
覚
を
掴
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
ま
す
！

※

視
聴
希
望
の
方
は
事
前
申
し
込
み

　
が
必
要
で
す
（
９
／
１
〜
申
込
開

　
始
）

※
詳
細
は
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

　
ー
Ｈ
Ｐ
で

●
福
祉
の
職
場
ば
ー
ち
ゃ
る
見
学
ｉｎ

　
み
え
　
動
画
公
開
日
程

•
高
齢
者
分
野

　
１０
月
１１
日（
月
）〜
１０
月
１７
日（
日
）

　
（
福
）
洗
心
福
祉
会

•
障
害
者
分
野

　
１０
月
２５
日（
月
）〜
１０
月
３１
日（
日
）

　
（
福
）
三
重
済
美
学
院

•
児
童
分
野

　
１１
月 

８
日（
月
）〜
１１
月
１４
日（
日
）

　
県
内
児
童
養
護
施
設

　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
福
祉
・
介
護
職
員
の
人
材
不
足
を

改
善
す
る
た
め
、
働
い
て
い
な
い
方

を
対
象
に
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

通
信
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
要
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

　
働
い
て
い
な
い
方
で
、
概
ね
７０
歳

　
未
満
の
方
。

　
研
修
終
了
後
、
福
祉
・
介
護
職
場

　
に
就
職
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

●
募
集
定
員

　
各
３９
名

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受  

講  

料

　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

●
受
講
方
法

　
配
布
す
る
テ
キ
ス
ト
等
資
料
に
よ

　
り
学
習
し
、
指
定
す
る
各
期
日
ま

　
で
に
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
提
出
し
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。
実
技
科
目
は
ス

　
ク
ー
リ
ン
グ
で
学
習
し
ま
す
。

●
ス
ク
ー
リ
ン
グ
会
場

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
津
市
桜
橋
２
│
１
３
１
）

〇
介
護
職
員
初
任
者
研
修

　（
通
信
講
座
）

〈
第
２
回
〉

●
募
集
期
間

　
５
月
７
日（
金
）〜
１０
月
２７
日（
水
）

　
（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
１１
月
２２
日（
月
）〜
２
月
２５
日（
金
）

　
　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
介
護
員
養
成
研
修
担
当

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

は
か
り
の
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

『
福
祉
の
職
場

  

ば
ー
ち
ゃ
る
見
学
ｉｎ
み
え
』

  

実
施
！

介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
通
信
講
座
）
の
受
講
生

募
集

問

問

申・問

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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●
と
　
　
き

　
１１
月
１３
日（
土
）・
１４
日（
日
）・

　
２０
日（
土
）

●
と  

こ  
ろ

　
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
、
四
日

　
市
市
、
鈴
鹿
市
、
津
市
な
ど

●
種
　
　
類

　
甲
種
、
乙
種（
１
〜
６
類
）、
丙
種

●
申
込
方
法

　
桑
名
市
消
防
本
部
ま
た
は
、
各
消

　
防
署
、
分
署
で
願
書
を
受
け
取
り
、

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、（
財
）消
防

　
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部

　
（
〒
５１４
│
０００２　
三
重
県
津
市
島
崎
町

　
３
１
４
）
へ
。

　
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

(https://w
w
w
.shoubo-

　
　

shiken.or.jp/)

　
　
か
ら
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま

　
　
す
。

●
申
込
期
間

　
９
月
１３
日（
月
）〜
９
月
２４
日（
金
）

　
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

　
　
場
合
は
、

　
　
９
月
１０
日（
金
）
午
前
９
時
〜

　
　
９
月
２１
日（
火
）
午
後
５
時

●
と
　
　
き

　
１０
月
１４
日（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　
防
止
を
図
る
た
め
状
況
に
よ
っ
て

　
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
と  

こ  

ろ

　
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
１
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

●
定
　
　
員

　
６０
名
（
先
着
順
）

●
受
講
対
象
者

　
桑
名
市
消
防
本
部
管
内
（
桑
名
市
、

　
い
な
べ
市
、
木
曽
岬
町
、
東
員
町
）

　
の
事
業
所
の
方
、
又
は
管
内
に
居

　
住
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

●
基
本
料
金
（
受
講
料
含
む
）

　
５
，
５
０
０
円
（
一
般
）

　
４
，
５
０
０
円

　
　
（
桑
名
危
険
物
安
全
協
会
員
、　

　
　
桑
名
防
火
協
会
員
ま
た
は
高
校

　
　
生
以
下
）

●
申
込
方
法

　
桑
名
市
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
、

　
い
な
べ
消
防
署
（
い
な
べ
市
大
安

　
町
高
柳
４
１
８
）、
東
員
消
防
署

　
（
東
員
町
大
字
六
把
野
新
田
８６
│

　
１
）
で
受
講
申
込
用
紙
を
受
け
取

　
り
、必
要
事
項
を
記
入
し
、同
所
へ
。

●
申
込
期
間

　
９
月
１３
日（
月
）〜
１０
月
７
日（
木
）

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
０

　
三
重
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
は

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
共
催

で
、
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
養
育
費
で
お
悩
み

の
方
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

　
９
月
２５
日（
土
）

　
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
電
話
番
号

　
０
１
２
０
│
５
６
７
│
３
０
１

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
相
談
無
料
。　
秘
密
厳
守
。　
予
約

　
不
要
。

●
担  

当  

者

　
中
川　
幸

　
　
☎
０
５
９
６
│
６
３
│
６
７
４
０

●
日
　
　
時

　
１０
月
１６
日（
土
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
　
所

　
公
益
財
団
法
人　
三
重
北
勢
地
域

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
（
じ
ば
さ
ん
三
重
）
４
階

　
研
修
室
１
〜
３
号

●
料
　
　
金

　
無
料　
調
停
手
続
相
談
会

●
内
　
　
容

　
調
停
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

　
調
停
委
員
が
直
接
相
談
に
応
じ
ま

　
す
。

　
相
談
時
間
は
３０
分
程
度
と
さ
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

●
事
前
申
し
込
み

　
所
定
の
事
前
申
込
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
、
左
記
へ
持
参
又
は
郵

　
送
し
て
下
さ
い
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
中

　
止
等
の
連
絡
を
す
る
た
め
で
す
。

　
　
四
日
市
調
停
協
会

　
　
（
津
地
方
裁
判
所
四
日
市
支
部

　
　
庶
務
課
気
付
）

　
　
〒
５１０
│
８５２６　
四
日
市
市
三
栄
町

　
　
１
│
１２

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
２
│
７
１
５
１

　
　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　
津
地
方
法
務
局
で
は
、
相
続
や
遺

言
に
関
す
る
住
民
の
皆
様
の
日
頃
の

疑
問
や
悩
み
ご
と
な
ど
に
お
応
え
す

る
た
め
、
下
記
の
と
お
り
「
未
来
に

つ
な
ぐ
相
続
登
記
・
遺
言
相
談
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
相
談
は
司
法
書
士
、
法
務
局
職
員

が
お
受
け
し
ま
す
。

　
不
動
産
の
相
続
登
記
に
関
す
る
こ

と
、
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
関

す
る
こ
と
、
自
筆
証
明
遺
言
書
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
相
続
や
遺
言
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
何
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。
電
話
に
よ
る
予
約
優
先

制
と
な
り
ま
す
が
、
ブ
ー
ス
に
空
き

が
あ
れ
ば
当
日
の
対
応
も
可
能
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
か
ら
の
お
電

話
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
１０
月
２
日（
土
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
　
所

　
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ

　
（
桑
名
市
中
央
町
３
丁
目
７９
）

　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
そ  

の  

他

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
相
談
会

　
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、

本
相
談
会
の
開
催
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
　
津
地
方
法
務
局
総
務
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
８
│
４
１
０
９

危
険
物
取
扱
者
試
験

無
料　

調
停
手
続
相
談
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講

習
会
（
乙
種
第
４
類
）

「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
・ 

  

遺
言
相
談
会
」
の
ご
案
内

『
全
国
一
斉　
子
ど
も
の
た
め

  

の
養
育
費
相
談
会
』

  

開
催
の
お
知
ら
せ

問

問

問

問

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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き
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ミーポ君
■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

町内7月の交通事故
●件数／7件（77件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／0人（9人）

（　　）…令和3年累計

秋の全国交通安全運動
9月21日（火）～9月30日（木）

★子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
★夕暮れ時と夜間の事故防止と歩行者等の保護など安全運転意識の向上
★自転車の安全確保と交通ルール遵守の徹底
★飲酒運転等の悪質・危険な運転の根絶

運動の
重点

（１）　横断歩行者の有無に注意して、横断歩道における歩行者優先を徹底しましょう。
（２）　歩行者、自転車の側方を通過する時は、速度を落として十分安全な間隔を保ちましょう。
（３）　夕暮れ時又は天候に応じて早めにライトを点灯し、原則、対向車や先行車がいない状況ではハイビー
　　　ムを励行しましょう。
（４）　飲酒運転、妨害運転（いわゆる「あおり運転」）等の危険運転は絶対にやめましょう。

１ 運転者に気をつけてほしいこと

（１）　横断歩道の通行、横断禁止場所の横断禁止、走行車両の直前直後の横断禁止、信号遵守等の歩行者自
　　　身の交通ルールを守りましょう。
（２）　夕暮れ時、夜間の外出時は、明るい服装に努め、反射材等を着用しましょう。
（３）　正しい交通マナーを実践し、道路への急な飛び出しや、道路や公共の場所における「ながらスマホ」
　　　はやめましょう。

２ 歩行者に気をつけてほしいこと

（１）　自転車も車両であることを忘れず、自転車安全利用五則を守りましょう。
（２）　ハンドル、ブレーキ、ライト等を常に点検整備し、夜間は反射材を着用しましょう。
（３）　乗車中の傘さし、スマートフォン使用、イヤホン使用等が、自分や周囲に危険を及ぼすことを自覚し、
　　　「危険な運転」は絶対にやめましょう。

３ 自転車利用者に気をつけてほしいこと

自転車安全利用五則自転車安全利用五則
① 自転車は、車道が原則、歩道は例外
② 車道は左側を通行
③ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④ 交通ルールを守る 〇飲酒運転・二人乗り・並進の禁止

〇夜間は、ライトを点灯
〇交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

⑤ 子どもはヘルメットを着用

＊＊交通ルールの順守と正しい交通マナーを実践して、交通事故を防止しましょう＊＊

桑名警察署／☎0594-24-0110
三重県警察本部 警察安全相談電話／☎059-224-9110
【平日　午前９時～午後５時（祝日・年末年始を除く）】
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月カレンダー9

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  2日・  6日・  9日・13日・16日
20日・23日・27日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  7日・10日・14日・17日
21日・24日・28日

毎月第１・第３水曜日
1日・15日

毎月第２水曜日
8日

毎月第４水曜日
22日

毎週水曜日
1日・8日・15日・22日・29日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 26日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

1 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

15㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

13㊊•音楽療法（子育てサロン） 福祉・教育センター集会室 午前10時30分～午前11時30分

9 ㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～午前11時30分

※新型コロナウイルス感染症予防のため、健康カレンダーに記載の行事は状況により変更となる場合もあります。ご注意
　ください。なお、下記の行事も、状況によっては変更となる場合もあります。

28㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室1 午後1時30分～午後3時

26日•日曜役場 役場　住民課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

8 ㊌
•献血 伊勢湾岸クリニック

保健センター
男女とも
体重50㎏以上
男17歳以上64歳まで
女18歳以上64歳まで

午後1時30分～午後2時30分
午後3時15分～午後4時30分

16㊍
•歯っぴい指導室
•妊婦歯科健診
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬

保健センター
保健センター
福祉・教育センター 要予約

☎059-359-7280

午後1時30分～午後2時30分
午後1時30分～午後2時30分
午前9時30分～午前11時30分

17㊎•育児相談 保健センター 午後1時30分～午後3時 要予約☎68-6119

21㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

22㊌•いす・たいそう教室•リハビリ交流会
保健センター
保健センター

午後1時30分～午後3時
午後1時30分～午後3時

24㊎•人権相談•法律相談
福祉・教育センター
福祉・教育センター 要予約☎68-2760

午前9時～午前11時30分
午前9時30分～午前11時30分

9月の納付
●国民健康保険料（9/30納期限） ……… 第３期分
●後期高齢者医療保険料（9/30納期限）   第３期分
●介護保険料（9/30納期限） …………… 第３期分
●水道料金・下水道使用料（9/30納期限）  … Ｂ地区
●こども園保育料（9/27納期限） ………… ９月分
●学校給食費（9/15納期限） ……………… ９月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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木
曽
岬
町
は
、地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て『
緑
化
の
推
進
』に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
保
全
の
た
め
、再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
／
木
曽
岬
町
役
場

　
〒
498-8503 三

重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
大
字
西
対
海
地
251番

地
■
編
集
／
議
会
事
務
局
　
☎（
0567）68-6108  FA

X（
0567）66-3111
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広報

議会だより表紙等の
写真募集！！

議会だより表紙等の
写真募集！！

議会だより表紙等の
写真募集！！

議会だより表紙等の
写真募集！！

　木曽岬町議会では、年４回（５月、８月、１１月、２月）木曽岬町議会だよりを発行しています。
　開かれた議会を目指し、より町民の皆さんに親しまれる「議会だより」にするため、表紙
裏表紙等の写真を募集します。

●募集する写真
　木曽岬町内で撮影された「木曽岬町の四季折々」の風景や、まつり、学校行事、
　地域行事等の写真
●応募方法
　住所・氏名・電話番号・写真の撮影場所・撮影日時・写真のテーマを記入の上、
　議会事務局へメール、若しくはデータを持参してください。
●応募上の条件
　•木曽岬町内で撮影されたもの。
　•被写体が人物の場合又は個人の所有物である場合は、必ず被写体ご本人（未成
　　年の場合は保護者）又は、所有者の承諾を得てください。
　•採用作品の著作権は、町議会に帰属するものとします。
　•ご応募いただいた写真は原則返却いたしませんので、予めご了承ください。
●選考方法
　•議会広報常任委員会で決定し、掲載します。
●応募の締め切り
　いつでも応募できます。
　なお、表紙ではなく文中の記事の中で掲載することもありますので、ご了承くだ
　さい。
　　
※詳細については、議会事務局へお問い合わせください。
●お問い合わせ
　木曽岬町議会事務局
　（議会広報常任委員会）
　電　話：68-6108
　メール：gikai@town.
　　　　　　kisosaki.mie.jp

広報きそさき掲載用写真も募集しています。


